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概要 

住民参加型トリアージ用救命救急ＧＩＳ連携技術に関し、最重要課題である２点に絞り研究を実施する。1)災害現場で

の地域住民によるトリアージ情報入力実現の為に、誘導型 RFID トリアージタグと NFC(近距離通信通信規格)による携

帯電話通信機能を実現する。2)公助型ＧＩＳを開発する為に、自然言語処理と Web-GIS 機能をデータセンタ上で実現し、

対象地域の災害発生状況を自動的に表示する GIS 技術を開発する。上記２点の実現により、トリアージ情報活用能力を

格段に向上させることができる。 

 

１．まえがき 

近年、大規模災害の増加により、被災現場で発生する傷

病者数とその位置を正確に把握するためのシステムが求

められている。そこで、従来研究を進めてきた救命救急

GIS 用ユビキタスプラットフォームを実際に現場で活用

するための研究を行った。具体的には、1)災害現場でのト

リアージ情報入力を容易にし、さらに地域住民の協力を可

能とするいわゆる「共助」のための新システムの開発、2)

「公助」となる Web-GIS による救命救急情報リアルタイ

ム配信とネット情報自動検索による外部支援機能の確立

の２点を実現する。さらに、開発装置の完成度を高め、年

度ごとに実際の防災訓練において評価を受ける。 

２．研究開発内容及び成果 

本研究は、前述の開発ステップに基づき近距離通信

（NFC）を利用した新しい情報入力機能を実現するハー

ドウェアとソフトウェアの開発、及び得られたテキスト情

報から自然言語解析を行いWeb-GIS上にその結果を反映

する機能の開発の２点に目標を絞って研究を進めた。すな

わち、開発済みの救命救急 GIS テストベッドを活用し、

基本となる情報入力機能の開発と救命救急情報リアルタ

イム配信、及び情報検索アルゴリズムの確認を行なう。次

に、防災訓練並びに公開デモンストレーションを中心とし

た実証実験による評価とシステムの改良を行なう。 

まず最初に、トリアージ情報のリアルタイム提示のため

に WebGIS を活用し、医療従事者や地域住民が容易に情

報を入力できるためのシステム開発を目指した。ここでは、

独自に開発した専用入力端末やスマートフォンに加え、人

手を介することなくタグ IDを読取るための掲示板型タグ

読み取り装置並びに車載用 ETC通信装置を利用したタグ

読み取り装置を開発した。図 1に全体の構成を示し、図 2

に新たに開発した 2種類の読み取り装置を示す。 

以下、頁数が限られているため特徴的な点を説明する。 

図１ トリアージ情報送信システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 掲示板型及び ETC 型 RFID 読み取り装置 

 

図１にトリアージ情報送信システムの概要を示す。図中

1)、2)の被災地や病院からトリアージ情報を 3)のデータセ

ンタへ送信しその結果をWebGIS上で共有する。さらに、

図２の掲示板型並びにETC型RFID読み取り装置により、

独自のトリアージタグ内から ID 読み取りが可能である。 
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次に情報検索機能について説明する。傷病者・避難者を

発見した者や当事者が容易にその情報をツイートできる

よう専用のアプリケーションソフトを開発し(Android 

OS)、災害情報の情報抽出・表示システムを開発した。 

次に実験結果について述べる。図3は平成25年9月1日に

実施された新潟県総合防災訓練においてシステム動作を

確認した様子である(新潟県十日町市内)。 

 

 

 

 

図３ トリアージ情報表示結果 

    （左：縮小画面、右：各大画面） 

 

ここでは、20 名の被験者にトリアージタグを装着し、

想定した災害現場、救護所並びに病院間の移動状況を専用

端末、スマートフォン並びに掲示板型の自動読み取り装置

を利用して計測した。図３左は画面縮小時の場合であり、

各施設における傷病者数が棒グラフで確認できる。図３右

はさらに拡大した図であり、それぞれの位置をより詳細に

表示可能である。これらの結果は、入力後約 1分以内に地

図上に反映された。特に、従来からの課題であった災害現

場での人による ICタグ接触入力に代わり、950MHz帯及

び ETC 併用型の 13.56MHz タグの自動送信機能により、

搬送用救急車前に設定した読取りポイントをストレッチ

ャーが通過するたびに搬送患者の IDをリアルタイムに読

み込みが可能であることを確認した。 

次にツイート情報の検索について述べる。トリアージと

同様にスマートフォンから送信されたツイート情報から

災害情報を検索し、位置情報と共に地図に表示する動作を

実現した。結果では、トリアージ情報と同様に地図上でそ

の位置を確認することができた。 

 

図 4 ツイート情報リスト 

 

図４に、災害情報のツイート情報のリストを示す。ここ

では、防災訓練開始と共に模擬的なツイート情報の発信を

行った。その結果、傷病者に関するインターネット上の電

文から自然言語処理技術により情報を抽出し。GIS上に提

示するシステムの動作を確認した。ただし、実際のツイー

トには、「駅前のスーパー」など位置に関して不完全な情

報も多く、こうした不完全な記述からでも位置情報を抽出

できるよう位置抽出技術を高度化することが今後の課題

である。 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

地域課題の解決に関しては、1)地域の社会的経済的課題

に対する情報通信技術面からの貢献：直接的な課題は少な

いが、今回開発した衛星携帯電話とWiFi環境を組み合わ

せた被災地からの通信方式は、そのまま冬期に孤立した中

山間地からの医療情報通信に応用可能と考えられ、今後も

検討を進める予定である。2)地域住民の生活向上：この点

については、医療への貢献として救急医療の充実ならびに

今後の仮設住宅での慢性患者の長期ケアについて本シス

テムが応用可能である。3)人材育成への貢献：今回の成果

をもとに地域医療教育機関における医療従事者育成へ大

きく貢献できる。 

４．むすび 
トリアージ情報のリアルタイム提示を目的に WebGIS

を活用し、医療従事者や地域住民が容易に情報を入力でき

るシステムの開発を目指した。その結果、当初予定された

機能を実現し、それらの公開デモンストレーションを通じ

て成果を公表するとともに新たにRFIDとETCを連携さ

せた形の傷病者自動追尾方式を試作・実演することができ

た。また、WebGIS 並びに RFID 読取りによるトリアー

ジ情報提示技術を確立し、さらに今後の実用化を考慮して

それらを仕様書の形でまとめ企業との共同研究に反映す

ることができた。今後は、災害現場からの傷病者情報送信

の自動化をより推進し、救命率の向上に寄与したいと考え

ている。 
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